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（順不同、敬称略） 

内 容 

（次第） 

1）開 会 

2）議 事 

○水端かわまちづくりエリアの整備状況について 

○多目的広場整備に係る詳細検討について 

○その他施設(トイレ、駐車場、階段スタンド等)の整備について 

3）閉 会 



 

結 果 

○多目的広場整備については、事務局案を基本に施工を行うものとする。 

○整備後の運営・維持管理について、早期に定めていく必要があることを確認した。 

○次年度以降の整備については、トイレを最優先としつつ、管理方法を念頭に置きながら整備

詳細を決定していくこととした。 
 
（主な意見） 

【多目的広場整備について】 

・川側の水路は素掘りとなっているが、洪水の引き際に広場の土が流出しやすいのではない 

か。製品で囲っておいてはどうか。 

⇒それも考えたが、下流に昨年京都府が製品を入れたワンドを造っており、今年 7 月に発生し

た洪水時に埋まってしまった経過がある。製品で囲っても大きな洪水時に埋まる可能性があ

るため復旧がしやすいように素掘りで考えており、整備後の状況も注視していきたい。 

・保津小橋付近の旧堤は破損しており通れない。通路として復旧させるのか。 

⇒旧堤部は管理通路としての整備を考えており、再構築を検討していきたい。 

・多目的広場整備箇所は軟弱な地層であり、平成 25 年台風による洪水で泥も溜まっている。

スポーツ広場にするには石等をなくし全面短く刈り込めるようにしなくてはならない。 

⇒現在草刈りを受託いただいている保津町自治会から、石あり、ぬかるみありで短く刈り込め

ない状況である事は聞いている。今回の２０ｃｍ地表を鋤取り、砕石と真砂土で舗装するた

め草刈りはやりやすくなると思う。 

・スポーツ広場の利用希望は少年サッカーなど多数ある。しかし、芝であるほうが望ましい。

 また、野球・ソフトボールは全面草地ではできない。 

⇒運営面を考慮し草地管理の方法を検討する必要がある。 

 

 

【管理運営について】 

・維持管理はどうするのか。運営管理・日常管理・災害復旧の三点について考えなくてはなら

ない。 

⇒災害復旧については、条例による公園指定を行い公共施設としての災害復旧ができるように

したいと考えている。運営管理・日常管理については今年度中に具体的に仕組みを作らなけ

ればならない。 

・多目的広場については、今年度中に完成とのことだがその後自由使用にしておくのは問題が

あると思う。調整する機関は必須だと考える。また、野洲のように料金を取れるようにする

のも手かもしれない。 

・ＢＢＱ広場の運営維持管理については、大山崎等の例も参考になると思う。 

・保津町で地域力再生事業を使い草刈り機の購入を考えている。来年 3 月までに体制を決めて

ほしい。 

 

【今後の整備について】 

 ・今後の整備箇所としては、トイレを最優先にしてほしい。現状でも、高水敷や花回廊・散策

路の利用者は多い。また、バリアフリーでのエリア整備を計画し多目的トイレの設置予定も

しているので、高水敷からトイレ設置場所である堤防へ登れるスロープが必要。 

 ・今後の施設をつくるにあたり、ゴミを出されにくいような対策は必要。現状バーベキュー後

のゴミが散乱している。また、階段スタンドを造る際には、間から草が生えてこないように

するか草刈りしやすいようにするべき。 

  

 

 



 


